
 

中学校英語   主な成果（○）と課題（▲） 全国差：全国平均正答率との差  三郷市教育委員会 

英 語 

【全体の結果（正答数分布グラフ等からの分析）】 

▲平均正答率は５２．０％である。 

▲全国と正答数を比較すると、その差は－０．９問であり、全国を下回る。 

平均正答数：全国（１１．８問／２１問）三郷市（１０．９問／２１問） 

▲全国と正答率を比較すると、その差は－４．０％であり、全国を下回る。 

平均正答率：全国（５６．０％）     三郷市（５２．０％） 

【領域別、評価の観点別結果】 

▲学習指導要領の領域｢聞くこと｣は全国差－２．７％、｢読むこと｣は全国差－４．５％、｢書くこと｣は

全国差－４．５％とすべての領域において、全国平均を下回る。（｢話すこと｣は機器の不具合等の理由

で参考値扱い。） 

▲評価の観点｢外国語表現の能力｣は全国差－０．４％、｢外国語理解の能力｣は全国差－２．６％、｢言語

や文化についての知識・理解｣は全国差－４．７％とすべての観点において、全国平均を下回る。 

【設問別結果（平均正答率、無解答率からの分析）】 

〇２｢イギリスと日本の類似点や相違点についてのスピーチを聞いて、話の展開に合わせて示す絵を並び

替える問題｣（まとまりのある英語を聞いて、話の概要を理解することができる）では、全国差＋３．

４％である。 

▲４｢来日する留学生の音声メッセージを聞いて、部活動についてのアドバイスを書く問題｣（聞いて把

握した内容について、適切に応じることができる）では、全国差－２．５％である。 

▲６｢発表活動のためにまとめられた１００円ショップについての文章を読んで、話の流れを示すスライ 

ドとして最も適切なものを選択する問題｣（まとまりのある文章を読んで、話のあらすじを理解するこ

とができる）では、全国差－１０．６％である。 

 

【今後の方策例】 「アドバイスを書くためにメッセージを聞く授業展開例」                

Ｈ３１（Ｒ１）年度授業アイディア例（国立教育政策研究所教育課程研究センター）より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査三郷市の調査結果分析と今後の方策例 

 

 適切に応じるために内容を

聞いて把握することに課題が

見られました。そこで，本授

業アイディア例では，目的・ 

場面・状況に応じて，どのよ

うな内容を聞き取るべきか考

えながら聞き取ることができ

るようになるための指導事例 

を紹介します。 
 



 


